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　マルコ イエスは何を見て,中風

　４人の友人のように,大胆かつ積極的に主の下へ連れて行くことです。その信 日 1:40-2:12 の人に,あなたの罪は赦

　仰に主は応えられました。諦めは禁物です。押してだめなら,又押してみなです。 されると言われましたか

新しいぶどう酒はどこに

月 2:13-28 入れるものですか。

イエスは１２名を任命し,

　 　 火 3:1-19 何と名付けられました

［火]「主の弟子になると大変だ！」と思うことは,間違いです。「彼らを自分のそば か。

何を行う人こそ,主の兄

水 3:20-35 弟,姉妹,また母ですか。

［水]主でさえ身内の者から,「気が変になっている」と誤解されました。家族から 良い土地に蒔かれたも

　理解されないのは辛いですが,主に倣って,耐え忍びましょう。必ず,理解してもら 木 4:1-20 のとは,御言葉を聞いて

　える日がきます。人情に負けて,使命を忘れてしまっては,悪魔の思うツボです。 どうする人達ですか。

イエスはどこに渡ろうと

金 4:21-41 弟子たちに言われまし

たか。

　素直に受け入れて実践する人は,何倍も実を結びます。良い土地ですか？ 汚れた霊に取りつかれ

土 5:1-20 た人は,どこを住まいとし

ていましたか。

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　の時代も求められています。それは果敢な伝道

感
　　　　　　　　 　　　 　 　 　　　  　ません。主が乗られるのですから,安心して前に 想
                                     　　 漕ぎましょう。大きな船に乗って出て行きましょう。 と
　　　　　　　　　　　 祈
　　　　　　                           ［土]墓場に住むとはゾーとしますが,これが人間の り

の
課

　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　 こんな私達を救うために,豚２千匹を犠牲にしただ 題
　

親子聖書日課

　いませんか。その人は福音という新しいぶどう酒を,律法という古い革袋に入れ

　に置くため」とは,主の下で御声を聞いて慰めを受け,御名を賛美するためでした。

［日]伝道は人を愛することですから,遠慮はいりません。中風の人を運んできた　

[月]主を信じるなら,心も生活も新しくなります。しかし,古い習慣に頼っている人は

　るようなものです。不自由な生活に戻らないで,主のように自由に生きましょう。

　主にある豊かな交わりがあってこそ,気負わずに宣教の働きができるのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　です。激しい突風を恐れて,後ろに漕いではいけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [金]教会という舟は,「向こう岸に渡る」ことがいつ

　の状態によって,実の結び方が違います。うわべで聞く人は,実を結びませんが,

  　　　　　　 　　　　　　　　  　　   姿ではないでしょうか。他人を傷つけ,自分を傷つ

　　　　　　　　　　　　　　   　　　　 けではなく,ご自分の命までも捨てられたのです。

［木]同じ種でも蒔いた場所によって成長が違います。御言葉の種も聞く人の心

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 け,罪という墓場に住みついてきたのです。主は


